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の時期 を記入する欄 を設けた。項 目数 は合計
118項目であり、次の8つ の行動尺度すなわち、
1ひ きこもり行動、II身体的訴 え行動、 皿不
安/抑 うつ行動、IV社会性の問題行動、V思 考
の問題行動、V【注意の問題行動、孤 非行的行
動、皿 攻撃的行動 か ら構成 されている。回
答は保護者に3段 階の評定を求めた。質問紙B

















者 を医師 による診断 に加 え、親 回答 による




1国 際診断基準 によるADHD症状チ ェック項目
1.学業 やその他の活動 において細やかに注意で きないこと、または不注意な間違いが多い。
2.課題 または遊 びの活動 で注意 を集中 し続 けることが困難 である。
3.自 分に言 われたことを聞 いていない ように見 える ことが多い。
4.しば しば指示 に従 えず、学業、用事 などをや り遂 げることができない(反抗的な行動 または指示 を理解 できないためではない)。
5.課題 や活動 を順序 だてることが しば しば困難で ある。
6.宿題 のよ うに精神 的な集中力 を必要 とす る課題 をしば しば避 けた り、ひ どく嫌 う。
7、学校 の宿題 ・鉛 筆 ・おもちゃ ・道具 など勉強や活動に必要な特 定の もの をな くす ことが多い。
8.外 か らの刺激 によって簡単 に気が散 って しまうことが多い。
9.日 々の活 動で物 忘れを しがちである。
10.しば しば手足 をそわそわと動 かす、 またはいすの上でも じもじする。
11.教室や座 っていることを要求 される状況で席 を離れるこ とが多い。
12.おとな しくしているべ き状況 で余計 に走 り回 ったり高い ところへ上 ったりする。
13.遊んでいて過度 に騒 々 しかったり、レジャー活動に参加 で きない ことが多い。
14.しば しば じっと していない、まるでエンジンで動か されるよ うに行動す る。
15.不適切 なほ どに しゃべ りすぎることが多 い。
16.質問が終わる前に出 し抜 けに答 え始 めて しまうことが多い。
17.しば しば順番 を待 つことが困難 である。
18.しば しば他人 を妨害 し邪魔 をする(例:会 話やゲ ームに干渉す る)。
ll小 枝に よるHFPDDに特徴的な行動チェ ック項 目
1.友達の そばにはい るが、一人で遊 んでいる。
2.い ろい ろなことを話すが、その ときの状況や相手 の感情 、立場 を理解 しない。
3.共感 を得 ることが難 しい。
4.含 みの ある言葉の本当の意味が分か らず、表面的に言葉通 りに受け とめて しま うことがある。
5.会話の仕方 が形式的であ り、抑揚な く話 した り、間合 いが取 れなかった りすることがある。
6.他の子 どもは興味の ないよ うな ことに興味があ り 「自分 だけの知識世界」 を持 っている。
7.と ても得意 なことが ある一方で、極 端に苦手な ものがある。
8.自分 なりの独特 な日課や手順があ り、変化や変更 を嫌 う。








































































































































































親 回答 によ るADHD基準 を満 たす21例 を
ADHD単独 群 と し、ADHD単 独 に おけ る









且FPDD併 存 診断群9例 に加 え た38例を
ADHD・HFPDD併 存群 と した。AD且D・
HFPDD併存群で はADHD得 点に関連す る

































N=21、従 属 変 数:ADHD得 点***p<0.01
表6ADHD・HFPDD併存群におけるCBCL尺度の影響
































2の とお り全 体 の判 別的 中率 が78.9%であっ
た。す なわちADHDと 予測 した16例の うち13例
がAD且Dと 判別 され(81.3%)、HFPDDと予測
した22例の うち17例がHFPDDと 判別 された
(77.3%)0
2)AD且D・PDD併 存群の判別
AD且D・PDDを 判別す る尺度 は皿 非行 的行動
で あ り、す なわちADHDと 予測 した9例 のうち
7例 がADHDと 判別 され(77.8%)、PDDと予
測 した12例の う ち8例 がPDDと 判 別 され た
(66.7%)。全体 の判別的 中率 は表9-1,9-2の
とお り71.4%とやや低 かった。



























































も拘 らず、 親 回答 に よるADHD併 存率 は
且FPDD単 独診 断例で は63.0%であ り、 つ いで
PDD単独 診断例 では61.5%と高率であ った。
Yoshida&Uchiyama(2004)は7歳か ら15歳の
53人のHFPDDの 児 童 におい てADHD症 状 の有
無 について検討 し、67.9%がADHDの診断基準
を満た した と報告 した3)。またClarkら(1999)
に よる とADHDの65～80%に自閉症的症状 を認
めて いる6)。HFPDDには一定 の多 動性 と注 意
の障害が見 られ、それ らの特徴か らADHDと 混
同 され るこ とが少 な くない7)。一方、ADHDに
も個 人差はあ るものの こだわ りが見 られ、 中に
は か な り強 い こ だ わ りを持 つ 人 もい る た め
且FPDDと の区別 をさらに困難 に してい る。 し
か し現在 の国際診断基準で はICD-10、DSM-IV-
TRいずれ にお いて もPDDとADHDの 重 複診 断
を禁 じてお り、両 障害 を同時 に満 たす 場合 は
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